
クリスマスプレゼントを入れる紙袋にご家庭で飾り付けして頂き、
名前を記入して12月15日（月）までに持ってきてください。

［ 注 意 ］
▶派手なもの、飾りが取れやすいものはご遠慮くださいますよう
　お願いします。
▶大きめの紙袋の準備をお願いします。
▶見本を玄関に掲示しますので大きさなど参考にして下さい。

日が暮れるのが早くなってきました。お迎えの際は十分に注意を
してお子さんから目を離すことのないようお願いします。駐車場の
飛び出しや歩いて帰る際の飛び出しにも注意していただくよう
お願いします。また、事故防止及び防犯のため、送迎の間はエンジン
を切り、鍵を閉めていただきますようお願いします。保育園は一切
の責任を負いかねます。

寒くなり上着の着用が多くなってきました。衣服ももちろんですが、
上着にも必ず名前を記名して頂くようよろしくお願いします。
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朝晩の冷え込みが激しくなり、冬の訪れを感じる季節となりました。そんな
寒さも感じないかのように子どもたちは戸外で元気いっぱい体を動かして
遊んでいます。カレンダーを見て１２月に入ったことを知ると、「１２月はクリスマス
やで！」「サンタさんからプレゼントもらえるかな？」などとこれから来るイベント
に心を躍らせながらお友だちと会話することを楽しんでいます。　
これから、インフルエンザなどの感染症が流行る時期ですので手洗いうがい
を徹底しながら保育していきたいと思います。

成長のひとこま

12月の予定 あそぼう会
12月 3日（水）
12月10日(水)

各日とも10:00～11:30 
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河原田保育園
四日市市河原田町387番地 TEL.059-345-5067

http://www.miyamakai.jp

えんだより
ホームページはこちら
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 1日（月） お誕生日会、避難訓練
 5日（金） OnePｌayによるダンス教室
  習字教室
 12日（金） OnePlayによるダンス教室
  習字教室
 17日（水） すくすくサロン（めろん組）
 19日（金） クリスマス会
 24日（水） 希望保育

りんご組さんがさくらんぼ、ばなな、めろん組さんと一緒に活動する
ようになり、給食の配膳やお部屋での遊び方などをお兄さん、お姉さん
の姿を見たり真似したりするうちにだんだんと普段の生活にも慣れて
きました。今では帽子を洗濯するために洗濯かごに帽子を入れていると、
「なにしてるの？」と興味を示し、お兄さん、お姉さんの帽子も全部
かごに入れている様子もあり、自分のことばかりでなく周りを見て
「こうするんだ！」ということが気付けるようになってきました。また、
さくらんぼ組さんもお兄さん、お姉さんになるという意識が出てきて
自分たちでチームを決め、リレーをするなど活動を積極的に進めようと
する姿が増えてきました。机が汚れていると、「私が拭く！」と言って
自分で台ふきを用意してお掃除をする姿も見られるようになりました。
めろん、ばなな組さんは「これやりたい！」と自分たちで製作したい
ものを決めて、毛糸や布切れなど保育園にあるものを切ったり編ん
だりと工夫しながら作っていました。初めは一人で出来なかった指編み
も慣れてくると、子どもたち同士で教え合う姿があったり、遠足で
拾ってきたドングリに顔を描いたりして作品作りを楽しんでいました。

子どもたちが作った作品は河原田地区の文化祭に展示され、自分たち
の作品を見つけると、嬉しそうにする様子がありました。最近では
シールづくりや折り紙など主体的に製作に取り組む姿がたくさんあり、
興味を持ってじっくり活動を楽しむ姿も見られます。また、めろん組
さんはいきいきサロンに参加しました。５人１組になり、色塗りの体験
をさせてもらい、地域の人のコマを見ながらオリジナルのコマ作りを
楽しみました。さらに、地域の方からコマの回し方を教わり、紐の巻き
方に苦戦している様子がありました。「こうかな？」とお友だちと相談
をしながら初めてのコマ回しに挑戦していました。
いちご組さんは靴を一段に３足ずつ並べることを覚えると、自分の靴を
さっと見つけ、その流れで自分のマークを見つけて帽子をかぶって
お外で遊ぶことが出来るようになってきました。ブロックで遊ぶ際も
「電車作ったの！」と色々なものに見立てて遊ぶことを楽しんでいます。
子どもの成長に合わせて保育をより展開していけるように遊びの
中から生まれる発見や学びを大切にしていきたいです。

りんご組さんがさくらんぼ、ばなな、めろん組さんと一緒に活動する
ようになり、給食の配膳やお部屋での遊び方などをお兄さん、お姉さん
の姿を見たり真似したりするうちにだんだんと普段の生活にも慣れて
きました。今では帽子を洗濯するために洗濯かごに帽子を入れていると、
「なにしてるの？」と興味を示し、お兄さん、お姉さんの帽子も全部
かごに入れている様子もあり、自分のことばかりでなく周りを見て
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自分たちでチームを決め、リレーをするなど活動を積極的に進めようと
する姿が増えてきました。机が汚れていると、「私が拭く！」と言って
自分で台ふきを用意してお掃除をする姿も見られるようになりました。
めろん、ばなな組さんは「これやりたい！」と自分たちで製作したい
ものを決めて、毛糸や布切れなど保育園にあるものを切ったり編ん
だりと工夫しながら作っていました。初めは一人で出来なかった指編み
も慣れてくると、子どもたち同士で教え合う姿があったり、遠足で
拾ってきたドングリに顔を描いたりして作品作りを楽しんでいました。
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興味を持ってじっくり活動を楽しむ姿も見られます。また、めろん組
さんはいきいきサロンに参加しました。５人１組になり、色塗りの体験
をさせてもらい、地域の人のコマを見ながらオリジナルのコマ作りを
楽しみました。さらに、地域の方からコマの回し方を教わり、紐の巻き
方に苦戦している様子がありました。「こうかな？」とお友だちと相談
をしながら初めてのコマ回しに挑戦していました。
いちご組さんは靴を一段に３足ずつ並べることを覚えると、自分の靴を
さっと見つけ、その流れで自分のマークを見つけて帽子をかぶって
お外で遊ぶことが出来るようになってきました。ブロックで遊ぶ際も
「電車作ったの！」と色々なものに見立てて遊ぶことを楽しんでいます。
子どもの成長に合わせて保育をより展開していけるように遊びの
中から生まれる発見や学びを大切にしていきたいです。

～27日（土）


